（様　式　１－１） 
                                                         （事務局記入欄）

	受付番号
	

	受 付 日
	２０年　　月  　日


顕在化ステージ　課題申請書

　作成年月日　平成２０年　　月　　日
	課題の
名　称
	

	シーズ顕在化プロデューサー
	（フリガナ）
ｼｰｽﾞ顕在化

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ名
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（印）

	
	
	役職
	
	e-mail

（半角）
	

	
	
	TEL
（半角）
	
	FAX
（半角）
	

	
	（フリガナ）
企業名
	

	
	
	

	
	（フリガナ）
連絡先
	（半角）

〒　　　－
	

	
	
	
	

	
	
	　　　　
　　　

	
	
	

	
	実施状況報告書の提出について

（提出済みの場合のみ、右欄内を記入してください。）
	研究機関番号：

提出日：平成　　年　　月　　日



（注）参画するすべての企業において、本申請に対する事前了解をそれぞれ得ていることが必要です。了解が得られない場合、採択されても採択が取り消される場合があります。
	課 題 の 技 術 分 野　※１
	

	  主
	
	  副
	
	
	


	研究リーダー
	（フリガナ）
研究者名


	

	
	
	                            　　　　　　　　　　　　　　　　（印）　　



	
	研究者

ＩＤ（＊）
	

	
	（フリガナ）
所属する
研究機関
の名称等
	

	
	
	

	
	
	所属
	

	
	
	役職
	
	生年月日

（西暦年/月/日）
	

	
	
	分類

※２
	
	e-mail
（半角）
	

	
	（フリガナ）
研究機関
所 在 地
	（半角）

〒　　　－
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	TEL
（半角）
	　　　　－　　　　－
	FAX
（半角）
	　　　　－　　　　－

	大学等の知的財産部門・産学連携部門の代表者
	（フリガナ）
代表者名
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（印）

	
	
	役職
	
	e-mail

（半角）
	

	
	
	TEL
（半角）
	
	FAX
（半角）
	

	
	（フリガナ）
連絡先
	（半角）

〒　　　－
	

	
	
	
	

	
	
	　　　　
　　　

	
	
	


（注）参画するすべての大学等において、本申請に対する事前了解をそれぞれ得ていることが必要です。了解が得られない場合、採択されても採択が取り消される場合があります。
（注）知的財産関連部門・産学連携関連部門に相当する部署がない場合は、所属する学部・研究科等の部局長の押印をいただいてください。
（＊）大学等に所属する研究者は所属機関より付与された研究者ＩＤ（10桁）、または科研費番号（8桁）をご記入下さい。研究者ＩＤが不明な方はご記入の必要はありません。
（様　式　１－２）

	課題の
名　称
	 

	課題の概要（３００字以内）
提案される課題の内容全体が分かるように３００字以内でまとめてください。
　様式２－１の「１．大学等のシーズ候補とその基となる研究内容」、「２．目的」、「３．目標と顕在化構想」等の内容を踏まえて記述してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	キーワード


	技術キーワードを、重要な順に５つまで記入してください。



	研究費（ＪＳＴ支出分）：　　　　千円、　研究期間：　　　　ヶ月


申請企業の資本金：　　　百万円

＜顕在化ステージへの過去の応募＞　
※対象者：シーズ顕在化プロデューサー、研究リーダー、ならびに主要な参加者
· 過去に応募したことはない。　□　過去に応募したことがある。

過去に応募したことがある場合、下記より該当する記号（アルファベット）を選び、過去の応募における課題の名称欄に記入してください。
Ａ．今回の申請は、過去に応募し不採択だった研究提案と関連がある。
（例）・過去の研究提案を改善・変更したもの

　　 ・過去の提案申請者が一部同じで、研究内容に関連がある
Ｂ．過去に応募し不採択だったが、今回の申請内容とは全く異なる。
Ｃ．今回の申請は、過去に応募し採択された研究提案と関連がある。

Ｄ．過去に応募し採択されたが、今回の申請内容とは全く異なる。

Ｅ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	過去の応募における課題の名称（複数記入可、対象者、申請年度も記入すること）

	（記入例）

Ａ：課題名（シーズ顕在化プロデューサー・研究リーダー、H19年度）
Ｂ：課題名（シーズ顕在化プロデューサー、H18年度）

Ｄ：課題名（主要な参加者（氏名○○○○）、H19年度）




（注）「今回の申請は、過去に応募し不採択だった研究提案と関連がある」の場合、研究計画書の各項目の末尾に、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
　

（注）本頁（様式１－２）はＡ４判１枚で作成してください。
（様　式　２－１）
研究計画書

１．大学等のシーズ候補とその基となる研究の内容
　①シーズ候補の内容

（注１）シーズ候補の内容について記載してください。その際、その背景、独創性、新規性について定量的な実験データ、他の研究との比較も含め言及してください。必要に応じて、図表を用いてください。

（注２）シーズ候補に関連する特許があれば発明の名称、出願番号、出願日を記載してください。
（注３）シーズ候補の基となる研究の内容について、今までの基礎研究で得られたデータ等を用いて記載し、シーズ候補の内容を補足してください。　
　②参考文献等

　　（注）参考文献等があれば、添付してください（３点以内、各３部）。添付した参考文献等については、名称（雑誌の場合は雑誌名、巻号数、該当ページ）、著者名等を本欄に記載してください。
③前回の申請からの変更点

　　（注）再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
２．目的

①最終的に目指す目的

（注１）シーズ候補を顕在化させる段階を経て、最終的に何を目指すのか記載してください。
（注２）シーズ候補がイノベーションに繋がること、国際競争力を高めること（国際的な基本特許取得や国際標準化への取組など）、あるいは社会ニーズに応えることへの期待について記載してください。
②想定する用途、利用分野、市場

（注）このイノベーションはどのような用途、利用分野、市場を想定しているかについて言及してください。
③本目的における企業の果たそうとしている役割

（注）申請企業は本目的の中でどのような役割を果たそうとしているのか記載してください。

（注）再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
　３．目標と顕在化構想

　「２．目的」に向けて、最長１年間の研究期間で達成しようとする目標及び顕在化構想（目標達成のための問題点及びその解決策）について記載してください。

①目標：
　問題点:

解決策：

②…

（注１）何をもってシーズが顕在化されたとするのかを目標として記載してください。数値や、具体的な性能（機能、精度等）を目標として設定してください。

（注２）問題点については、それが解決できない場合、目標達成を左右するようなポイントに絞って抽出してください。
（注３）解決策については、解決策によって目標が達成されることがわかるよう現状と目標を対比して記載してください。

（注４）再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
４．研究内容

「３．目標と顕在化構想」の実現のために実施する研究内容を記載してください。必要に応じ、図表を使用してください。

（1） 大学等で実施する研究内容（実施場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
機関毎（参画する大学等毎）に頁を分けて記載してください。作成者は、当該機関の各とりまとめ者としてください。１頁のスペースをすべて埋める必要はありません。

　①（研究項目）○○○○○○（３－①関連）
　具体的な研究内容を記載してください。
②（研究項目）○○○○○○（３－○関連）
具体的な研究内容を記載してください。
・
・
・

（注１）実施場所の記入例：○○大学大学院▽▽研究科□□研究室
（注２）再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
（2） 企業で実施する研究内容（実施場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　
機関毎（参画する企業毎）に頁を分けて記載してください。作成者は、当該機関の各とりまとめ者としてください。１頁のスペースをすべて埋める必要はありません。

＜企業情報＞　資本金：　　　百万円、従業員数：　　　人
　①（研究項目）○○○○○○（３－○関連）
　具体的な研究内容を記載してください。
　②（研究項目）○○○○○○（３－○関連）
　具体的な研究内容を記載してください。
②③○○に関する市場性調査（関連項目なし）
具体的な調査内容を記載してください。

・

　　・

　　・

（注１）実施場所の記入例：(株)○○○　▽▽▽工場
（注２）再申請の場合は、前回の申請内容からの変更点の概要を記載してください。
５．スケジュール

４．項の研究項目毎にスケジュールを記載して下さい（下記参照ください）。

【研究項目毎の実施スケジュール】

最長１年間の研究期間で達成すべき顕在化目標、及びそのための機関別の目標を記載してください。
	実施機関
	研究項目

（「４.研究内容」における研究項目を簡潔に記載してください）
	目標

（「3.目標と顕在化構想」における定量的な目標を簡潔に記載してください）
	最長１２ヶ月

	
	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12

	産学共同チーム全体
	
	（育成ステージ等次のステージに進むための目標）

現状：＊＊＊＊＊＊＊＊

目標：現状比○○以上


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	大学等


	４－(1)－①

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４－(1)－②

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４－(1)－③

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	企業


	４－(2)－①

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４－(2)－②

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４－(2)－③

・（項目）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



６．研究費

①概算研究費（ＪＳＴ支出分）を年度毎に記載して下さい。設備、消耗品、人件費等の内訳を記載して下さい。

（平成２０年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項目
	総予算額
	機関毎の内訳

	
	
	○○大学
	○○会社

	設備備品費
	
	
	

	試作品費
	
	
	

	消耗品費
	
	
	

	旅費・交通費
	
	
	

	人件費注２
	
	
	

	その他
	
	
	

	間接経費注３
	
	
	

	合　　　計
	
	
	


　＜研究費の主な使途＞
　　（記載例）

　　・設備備品費：○○装置購入（＊＊大学）、△△装置購入（＊＊会社）
　　・人件費：ポスドク雇用（＊＊大学）
（平成２１年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	総予算額
	機関毎の内訳

	
	
	○○大学
	○○会社

	設備備品費
	
	
	

	試作品費
	
	
	

	消耗品費
	
	
	

	旅費・交通費
	
	
	

	人件費注２
	
	
	

	その他
	
	
	

	間接経費注３
	
	
	

	合　　　計
	
	
	


＜研究費の主な使途＞

　　（記載例）

　　・設備備品費：○○装置購入（＊＊大学）、△△装置購入（＊＊会社）
　　・人件費：ポスドク雇用（＊＊大学）
（注１）機関毎に記載してください。大学等、企業がそれぞれ複数ある場合は、枠を追加して記入してください。

（注２）大学等で雇用するポスドク、研究補助員（学生アルバイト含む）の従事率に応じた人件費等。
　　　　企業に所属する研究参加者の従事率に応じた人件費。

（注３）大学等は原則として30％。民間企業は、直近の財務諸表をもとに管理費率を算出し、その比率が10％以上となる場合は10％、10％未満となる場合はその比率。

②企業が本研究で負担することを考えている費用について、費目と概算金額を記載してください。

　　シーズ顕在化プロデューサーの人件費：○○○千円　（必須）

　　○○に関する市場性調査：○○○千円　
　　・

　　・

　　・

（様　式　２－２）

１．他の制度への申請、実施等
（１）ＪＳＴ内で行っている事業への申込の有無
□有り、　□無し
申請者（企業・大学等の研究者）及び研究参加者が、ＪＳＴ事業へ申込（現在実施中のもの、現在申込み中のもの、終了した課題で過去３年以内のものが対象）を行っている場合は、本提案と重複した内容かどうかにかかわらず、「有り」にチェックし、その事業名、課題名、実施期間、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。
　
記入例）

事業名：*****事業 
課題名：○○○に関する研究

実施期間：平成１８年度～平成２１年度
予算規模：○○千円

申請代表者名：○○　○○

今回の申請に関連する参加者名：○○　○○（H20年度の分担額：○○千円　※H20年度のみ）
今回の申請課題との関連：

　　
（２）ＪＳＴ以外の他制度への申込の有無 
· 有り、　□無し

申請者（企業・大学等の研究者）及び研究参加者が、他制度（官公庁、独立行政法人、公益法人等）への申込（現在実施中のもの、現在申込み中のもの、終了した課題で過去３年以内のものが対象）を行っている場合、その制度の実施機関名、制度（事業）名、課題名、実施期間（予定含む）、予算規模、申請代表者名、今回の申請に関連する参加者名、今回の申請課題との関連を正確に記入してください。
記入例）

実施機関名：○○機構
制度（事業）名：*****事業

課題名：△△△の開発

実施期間：平成１６年度～平成２０年度
予算規模：○○千円

申請代表者名：○○　○○

今回の申請に関連する参加者名：○○　○○（H20年度の分担額：○○千円　※H20年度のみ）

今回の申請課題との関連：

２．「出合い段階」について

　（１）シーズ候補を見出すきっかけについて、下記の欄から選び、具体的な研究報告会名、及び開催時期を記載ください。
· ＪＳＴの主催した非公開での研究報告会（報告会名、開催時期）
· 大学等の主催した非公開での研究報告会（報告会名、開催時期）
· ＪＳＴの主催した公開での研究報告会（報告会名、開催時期）
· 大学等の主催した公開での研究報告会（報告会名、開催時期）
· その他（具体的に記入）

（２）シーズ候補に出合ってから申請までに要した期間・経緯を記載ください。

　　　（例）2.5ヶ月、○報告会で先生の話を聞き、先生の研究シーズが当社の○○に活かせるのではないかと考え、先生と意見交換した結果、今回の申請に至った。

（様式２－３）

企業の視点からみた提案課題の特徴
産と学とで十分ご相談いただいた上でご記入ください。
	
	提案課題の特徴
	
	左記特徴で比較した競合する類似研究・先行技術

	シーズ候補

※「シーズ候補」とは大学等の基礎研究の中に潜在しているもので、将来イノベーションを創出する可能性が期待される成果のこと。
	○基礎研究のどの点に着目したか

○着目した点について同様の研究との差違

○特許申請の状況


	関連すると思われる類似研究の概要
	○関連すると思われる類似研究について記載してください。



	
	
	参考文献（注１）

記入例）・J.***. Tech. 3, 1234-1239, 2005

　　　・特願2003-*****（出願日2003/**/**）
	
	
	比較文献（注２）

記入例）・J.***. Tech. 3, 1234-1239, 2005

　　　・特願2003-*****（出願日2003/**/**）

	顕在化構想（考え方）

※類似研究、先行技術と比較して、構想（考え方）の特徴を記入
	
	類似研究・先行技術の開発の方向性

	○類似研究、先行技術はどのようにして開発を進めようとしているのか、その進め方にどのような問題があるのか、判る範囲でご記入下さい。


	顕在化ステージで目指す成果

※顕在化ステージで何を顕在化しようとしているのか、その目指す成果の特徴を記入

	
	類似研究・先行技術の目指す成果
	○類似研究、先行技術は何を達成しようとしているのか、判る範囲でご記入下さい。


	
	
	
	
	比較文献（注２）



	成果の将来的な用途・応用範囲
	
	類似研究・先行技術の用途・応用範囲
	○類似研究、先行技術の用途・応用範囲について判る範囲でご記入下さい。



（注１）１．項「シーズ候補とその基となる研究の内容」の参考文献を記載してください。

（注２）文献等があれば、主要なもの３点以内、各３部添付してください。各比較文献の右上に「比較文献」と明記してください。
（様式２－別紙１）

　　　　　　　　　　　　　　倫　理　面　へ　の　配　慮

○本様式は、組換えＤＮＡ実験、遺伝子治療臨床研究、特定胚を取り扱う研究、ヒトＥＳ細胞の研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究、疫学研究、臨床研究に該当する研究を計画している場合、法令・指針等に基づく適切な措置が講じられているか、倫理面・安全面において問題はないか等について判断するためのものです。該当の有無についてチェックの上、「該当あり」の場合は、以下の事項について記入してください。

□該当あり　　□該当なし（チェックしてください）

①申請する課題の内容が、上記の研究に該当するとの疑義を受ける恐れがある場合、又これらに関連する研究が計画されている場合は、各指針等との関係、倫理面・安全の確保面において講じるべき措置と対応状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
②動物その他を用いる研究が計画されている場合は、各指針等に基づく国の確認等の適合状況、動物等を科学上の利用に供する場合の配慮状況、特に問題がないと判断した場合には、その理由等について具体的に記入してください。
特殊用語等の説明

	課題名
	

	用語
	説明

	
	○本申請書類で使用している業界用語、専門用語及び略語等の特殊用語のうち、研究を総合的に把握するうえで必要と思われるものについて、簡単な解説をわかりやすく記入してください。




（様　式　３）
参加者リスト及び実施体制

（１）参加者リスト

	氏名
	所属、役職
	本ステージでの

役割分担
	研究・開発等の略歴
	ｴﾌｫｰﾄ

（％）

※全員記入

	○○○○
	○○(株)　

開発部部長
	シーズ顕在化プロデューサー
	
	

	＜シーズ顕在化プロデューサーの略歴＞

○○の開発（1980-1995）、○○の開発（1995-2000）、○○の開発の指揮（2000-現在）

	○○○○
	○○(株)　開発部課長
	企業サブリーダー
	○○の研究
	

	○○○○
	○○(株)　開発部研究員
	
	○○の研究
	

	○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　教授
	研究リーダー
	
	

	＜研究リーダーの略歴＞

○○の研究（1980-1995）、○○の研究（1995-2005）、○○の研究（2005-現在）

	○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　准教授
	
	○○の研究

○○の研究
	

	○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　ポスドク
	
	○○の研究
	



（２）実施体制

「４．研究内容」の研究項目毎に記載してください。
	研究

項目※
	氏名
	所属、役職
	研究項目毎の担当内容

	４－(1)

－①
	(本項目の取り纏め)

○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　教授
	

	
	○○○○
	○○大学大学院

工学研究科　准教授
	

	
	
	
	

	４－(2)
－①
	(本項目の取り纏め)

○○○○
	○○(株)開発部課長
	

	
	○○○○
	○○(株)開発部研究員
	

	
	
	
	


※　研究項目名

研究項目４－(1)－①：「（研究項目名）○○○○」

研究項目４－(1)－②：「（研究項目名）○○○○」










































































































































作成者　　　





作成者　　　　












































記入必須。公募要領のA-33頁を参照してください。公募要領は下記よりダウンロード可能です。


http://www.jst.go.jp/innovate/























研究項目の関係を記載























記入必須。公募要領のA-33頁を参照してください。公募要領は下記よりダウンロード可能です。


http://www.jst.go.jp/innovate/

















エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入して下さい。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。


















































公募要領のA-11頁「3.(2)「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく体制整備等の実施状況報告書の提出について」を参照してください。公募要領は下記よりダウンロード可能です。http://www.jst.go.jp/innovate/

























































































































































































































































































































































































































































































ピンク字の注釈・記入例は削除して、申請書を作成してください。
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